
5萬 分 の1地 質 図 幅 説 明 書

　　鵡　　川　　
( 札幌― 第 54 号 )

地  質  調  査  所

昭 和 35 年

                                                                               
                                                                                          





5 萬 分 の 1 地 質 図 幅 説 明 書 

鵡　　　川

( 札幌―第 54 号 )

　

通商産業技官　　山　口　昇　一

地   質   調   査   所

昭 和 35 年

550.85(084.32)(524)〔1：50,000〕(083)



位　置　図

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       　    ( 　) は 1 ： 500, 000  図幅名



目　　　次

Ⅰ．地　　形 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1

Ⅱ．地　　質 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 5

Ⅱ．1　新第三系 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 8

Ⅱ．1．1　軽舞層 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 8

Ⅱ．1．2　萠別層 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 11

Ⅱ．2　第四系 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 18

Ⅱ．2．1　段丘堆積物 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 18

Ⅱ．2．2　火山灰層 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 20

Ⅱ．2．3　冲積層 ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 24

Ⅱ．3　地質構造 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 25

Ⅲ．応用地質 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 26

Ⅲ．1　石　　油 ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 26

Ⅲ．2　天然ガス ･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 27

Ⅲ．3　その他 ････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 28

文　　献 ･･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 28

Abstract ･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････ 1





1：50, 000  地質図幅　                                                                   
説            明            書 　　　　　　　　　　　　　　　　          ( 昭和 34 年稿 )

鵡　　　　川
( 札幌―第 54 号 )

　本図幅の野外調査は，昭和 32 年 6 月から 11 月にかけて，延約 50 日間にわた

って行なわれた。

　本図幅作製にあたっては，石油資源開発株式会社札幌鉱業所から，地域北東部

新第三系分布地域の資料閲覧の便宜を受けた。野外調査にあたっては空中写真か

ら作製した水系図を踏査図として使用した。また，現在地理調査所から発行され

ている 5 万分の 1 地形図は，丘陵地帯の地形表現が不充分なので，とくに入鹿別

―軽舞間道路の以東，国鉄富内線以北の地域については，空中写真による 2 万 5

千分の 1 地形図を縮図して使用した。また，有孔虫化石の鑑定は東北大学理学部

高柳洋吉博士によった。

Ⅰ．地　　　形

　本図幅地域は，札幌―苫小牧低地帯 8) の南東縁に位置し，太平洋に面している。地

形はその特徴から 3 つに大別できる。すなわち標高 250m 以下の低平な丘陵性の山嶺

からなっている北東部地域，標高 20 〜 120m で，数段の平坦面を形成する段丘地形

がよく発達する地域，および湿地帯を主とする低地，札幌―苫小牧低地帯，である。

このような地形区分はおおよそ東から西へ，山地から低地へと変移する。低地はさら

に西方へと拡がり勇払原野へ連続している。地域内を流れる主要河川は，西から安平

川・厚真川・入鹿別川・鵡川などがあり，入鹿別川を除いてはいずれもその源流は遠

く図幅域外にある。これらの河川のうち鵡川・厚真川は比較的広い冲積氾濫原をつく

っている。海岸線は東西方向から東方に向かうに従い徐々に南東方向へと弯曲する単

調な弧状を呈している。鵡川以南では 20 〜 30m の海蝕崖を形成するが以西では砂浜

が発達し，また海岸線全般を通じ高さ 5m 前後の 1 〜 2 列の砂丘が発達している。

　標高 250m 以下の丘陵性山地とは野安部沢上流から入鹿別川上流地域を指す，開
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析がかなり進み V 字型の谷によって刻まれ壮年期の地貌を呈している。この山地を刻

む谷は，図幅地域北東隅から東隣富川図幅西縁をほゞ南北に走る稜線を分水嶺として

発し，主流は春日沢を除いて東北東から西南西へ多くの支谷を合して流れている。ま

た，標高 180m 前後の山嶺には定高性を示す稜線が発達する。これから古い段丘面

が，かつて存在したことが推察されるが，平坦面はほとんど認められず，また，堆積

物も認められない。

　段丘地形のよく発達する地域は，前述した山地の西側をほゞ北北西方向に縦断し，

その幅は約 4 〜 5km ある。この地域をよく観察すると，その高さから次のような平

坦面のあることがわかる。すなわち

　　　第 1 段丘面　　標高 180 m ±

　　　第 2 段丘面　　 〃    80 〜 130m

　　　第 3 段丘面　　 〃    40 〜 60m

　　　第 4 段丘面　　 〃    25 〜 40m

　　　冲積面

　第 1 段丘面は前述したように，北東部山地地域に認められる定高性を示す山稜であ

るが，開析が進みほとんど平坦面は保存されていない。

　第 2 段丘面は，野安部沢中流から春日沢沢口を結ぶ延長方向に，帯状に発達し，そ

の幅は約 1.5 〜 2km ある。この面の開析程度は第 1 段丘面に較べ幾分低く，多少平

坦面が残存し，その堆積物を認めることができる。これの同位面と考えられる平坦面

は，鵡川の南部地域 ( 東隣富川図幅地域 ) にも広く発達し，門別図幅 15) の清畠面にほ

ぼ連続するものと考えられる。また，この面は北隣早来図幅地域内にも連続して認め

られる。この平坦面の旧汀線は，野安部沢から春日沢中流を結ぶ北北西‒南南東方向

の線で示され，春日沢中流から東西方向に屈曲し，東隣富川図幅地域に及んでいたよ

うである。

　第 3 段丘面は，第 2 段丘面の前面に狭長な発達を示す平坦面で，第 2 段丘面との関

係は門別図幅で観察される清畠面と豊郷面との関係によく似ている。すなわち野安部

沢附近ではその高低差が明瞭であるが，南部の入鹿別・豊城附近ではその高低差が明

らかではない。開析程度は第 2 段丘面とほゞ同程度の侵蝕を受け幼年期の谷によって

刻まれている。この面の旧汀線は，前述したように第 2 段丘面との関係が明らかでな
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いため，追跡することは困難である。以上のような第 2 段丘面との関係は，地域的な

昇降運動の差によるものか，あるいは第 3 段丘面が第 2 段丘面の局部的な侵蝕によっ

て形成せられた侵蝕面である，という考え方もできるが，詳細は不明である。

　第 4 段丘面は，標高 25 〜 40m に及ぶ平坦面で，その開析程度は第 1，第 2，第 3

段丘面に較べてきわめて低く平坦面がよく保存されている。当図幅地域内に発達する

段丘群中もっとも広い範囲を占め，とくに鵡川南部海岸沿いでは顕著である。この段

丘面は日高海岸全体を通じて広く発達する低位の海岸段丘である。

　この平坦面を刻む谷は，鵡川以北地域では谷壁のゆるい V 字型を，また，鵡川以南

では谷壁の急な V 字型をなしており，幼年期の様相を呈している。旧汀線は軽舞―豊

城間を結ぶ北西―南東方向の線で示され，第 2 段丘面の旧汀線にみられるような屈曲

は認められない。また，これの同位面と考えられる河岸段丘が鵡川の左岸に認められ，

富川図幅地域に連続している。この段丘面は門別図幅の門別面の連続である。

　以上の平坦面は，鵡川以南では南東方向から北西方向に徐々に高度を減ずるが，鵡

川以北では東方から西方へ次第に高度を減ずる。これらのことから段丘形成時の昇降

運動が傾動運動を伴なったものであり，かつそれが地域的に差異のあったものと推察

される。また，これらの平坦面の旧汀線が，鵡川以南ではほゞ現在の汀線に平行であ

るが，鵡川以北では現在の汀線よりはむしろ札幌―苫小牧低地帯の延長方向にほゞ平

行であることから，隆起前の海がかなり北方へ湾入していたことがうかがわれる註 1)。

　以上述べた段丘面のほかに，軽舞北方 30.9m 三角点と入鹿別西方の 35.2m 三角点

とを結ぶ線から西の地域，および鵡川市街南方汐見附近には標高 10 〜 25m に及ぶ

平坦な広い台地が認められる。この台地を構成している堆積物は，そのほとんどが後

述する火山灰ｂ層―支笏降下軽石 16)―からなり，その基底は冲積面下にあって，段

丘堆積物と考えられる堆積物の露出は認められない註 2)。したがってこの平坦面は，

風成の降下軽石の堆積面であって，前述の海岸段丘をつくったような段丘作用による

ものではないことは明らかである。

　この冲積面より 1 段高い台地は，札幌―苫小牧低地帯に広く発達するが，一般にそ

註 1)　第 4 段丘面 ( 第 3 段丘面の疑いもある ) の延長である，早来図幅内の第 3 面の堆積物が海成層であるこ
とが確かめられている 12)。

註 2)　火山灰 b 層―支笏降下軽石―は冲積面を除いて新第三系あるいは第四系を被覆して広く分布するが，一
応地表に新第三系，段丘堆積物の認められない地域のみにおける分布を地質図上に図示した。
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第 1 図  　段 丘 ，火  山  灰  層  お  よ  び  冲  積  層  の  関  係  概  念  図
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の基底部あるいは冲積氾濫原堆積物との関係が詳らかでない。しかし，その形成は次

のように推論される。

　すなわち，この台地をつくる火山灰 b 層は，第 4 段丘面から新第三系によって構成

される丘陵地域，あるいは山地までを一様にほゞ現在の地形なりに被覆しているが，

冲積氾濫原堆積物を被覆する証拠が認められないことから註 3)，氾濫原形成直前の堆

積物であろうと考えられる。冲積面中に台地状をなすところについては，おそらく，

第 4 段丘面よりさらに低い面 ( 平坦面 ?) が形成されてのち，この平坦面を覆って広

く火山灰 b 層が陸上で堆積し，現在認められるような 10 〜 25m の台地ができたも

のと考えられる。続いてこの台地が各河川によって一部削剝され，その削剝部が冲積

氾濫原堆積物によって埋められたものであろう註 4)。

　湿地帯を主とする低地は宮戸―米原附近および鵡川市街以西の海岸沿いによく発達

する。宮戸―米原附近の低地は鵡川の氾濫原と考えられる。一方鵡川以西の湿原を主

とする低地の形成機構は，第四紀洪積世末あるいは冲積世初期 ? まで内湾あるいは海

峡であったと考えられる。札幌―苫小牧低地帯の全般的隆起および砂嘴の発達によっ

て，現海岸線に平行して浜堤が形成せられ，その内側，すなわち北部地域が大規模な

後背湿地の状態になり，その後，その後背湿地が各河川の冲積作用によって徐々に埋

立てられると同時に，植物が繁茂して湿原が形成されたものと思われる。したがって

内陸部にはそのなごりと考えられる大小の湖沼が残存しており，弁天沼などもその一

つであろう。

Ⅱ．地　　　質

　本図幅地域は，古く小林儀一郎 1) によって勇払油田と呼ばれた地域であって，かつ

てかなりの産油をみた振老油田および軽舞油田の南方延長部にあたっている。

　地質は新第三系とそれを不整合に被覆する第四系とからなり，堆積岩のみからなっ

　註 3)　上厚真附近において火山灰 b 層の基底面が現在の冲積面より低い所が認められ，こゝでは火山灰質粘
　　　    土 ( 低位の段丘堆積物 ?) を覆っていることは後述する。
　註 4)　現在，火山灰 b 層の基底面 ( 第 4 段丘面よりさらに新しい平坦面 ?) は冲積面より低いところにある

が，これは火山灰 b 層の堆積後の全般的沈降 ( その沈降量は火山灰 b 層の堆積面が海面下に没するま
でにはいたらなかった）によるものとも考えられるが，また，海岸に砂洲が形成され，背後の削剝の場
が埋積されたものと考えることもできる。
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第 1 表　 地  質  総  括  表
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ている。それらの層序関係を示すと第 1 表の通りである。

　本図幅地域に分布する新第三系は，夕張山系の南西部に南北の方向性をもって広く

分布する第三系の上部，すなわちいわゆる“稚内層準”以上の地層であって，軽舞層

中上部および萠別層である。したがって新第三系下半部以下の地層は地表では認める

ことができない。

　夕張山系の南西部地域には新第三系の地層が広く分布し，その層序は多くの人々に

よって調査され明らかにされている。すなわち，最下位は“八尾―門の沢動物群”と

の類似性を示す滝の上動物群 7) を含む“滝の上層準”の地層，その上位は粗粒から細

粒へと変わる周期的互層からなる“川端層準”の地層，さらに硬質頁岩で代表される

“稚内層準”，そして最上部は凝灰質シルト岩・礫岩の卓越する“追分―萠別層準”で

ある註 5)。これらの新第三系の累重関係は整合一連である。

　前述のように本図幅地域では“稚内層準”の軽舞層 6) の下部からその下位，すなわ

ち，“川端層準”の振老層 6) および滝の上層 7)8) などの地層は地表において認められ

ないが，1957 年石油資源開発株式会社によって実施された試掘井鵡川 SK 1 号およ

び SK 2 号ボーリングによって地表下に確認されている。すなわち，SK 2 号では深

度 195m までが萠別層，195 〜 595m が軽舞層，595 〜 1,036m が振老層，1,036 〜

1,446.5m が 安 山 岩 質 凝 灰 角 礫 岩 ( 顕 著 な も の 4 枚 ) を 挾 在 す る 暗 灰 色 泥 岩 層，

1,446.5 〜 1,576m が不明，1,576 〜 1,578m が暗灰色シルト岩 ( 凝灰質シルト質砂

岩を含む）である。この 1,036m 以下の地層は滝の上層と考えられる註 6)。

　軽舞層は前述したように“稚内層準”の地層であって，岩相および化石内容からそ

の堆積環境を推察すると，やゝ深い海の安定した条件下で堆積作用がなされたものと

判断される註 7)。萠別層はその前半においては，軽舞層とほゞ似たような条件下で堆

積作用がなされたもののようであるが，後半においてはその堆積盆地が不安定となり，

註5)　樺戸周辺および新冠地方においては追分―萌別層準の中上部にあたると考えられる層準から滝川動物
群  の産出が知られている 13)15)。

註 6)　この地層区分は，石油資源開発株式会社，札幌鉱業所の好意によって岩芯をみる機会を得，松野・石
田・山口の 3 人で岩芯を観察した結果である。岩芯で観察されるところでは地層の傾斜 10°内外で
ある。また，深度については孔曲りを考慮に入れていない。深度 1,081m の岩芯から Rotaria 
 y u b a r i e n s i s  A S A N O ･･････a b u n d a n t ， E l p h i d i u m  n .  s p . ･･････r a r e ， C y c l a m m i n a  i n c i s a  
(STACHI)･･････rare が検出された。なお，地層区分については石油資源開発株式会社のそれと多
少の違いがあることを附記しておく。

註 7)　平取・新冠地方においては同層準に粗粒相が不規則に分布していることから同層準の堆積環境が地域
的に多少異なっていたものと推察される 14)15)。
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地域的に差異の生じたことがその岩相分布などから推察される。これらの新第三系は，

北海道の脊梁山脈にほゞ平行する地質構造を示し，断層を伴なう緩やかな褶曲構造を

示している。この褶曲および断層運動は第四系の堆積 ( 段丘形成 ) 前に完成されたも

のと考えられ，その後に第四系の地層が第三系を不整合に被覆している。

Ⅱ．1　新　第　三　系

Ⅱ．1．1　軽　舞　層

　本層は大村一蔵 4) によって命名されたもので，渡辺久吉の軽舞硬質頁岩層に相当

し，いわゆる“硬質頁岩”によって代表されている地層である。また，本層は竹原平

一 6) によって，その岩相から下部硬質頁岩層・砂岩頁岩互層・上部硬質頁岩層の 3 つ

に分帯されている。

　本図幅地域内では新第三系中最下位を占め，上述の砂岩頁岩互層および上部硬質頁

岩層のみが露出している。

　本層は前述したように，泥質相が卓越し，比較的深い相を示し，その堆積作用もき

わめて安定した条件下になされたものと推察される。下部は典型的な硬質頁岩が卓越

し註 8)，中部は硬質頁岩が少なく，シルト岩と細粒砂岩との互層からなり，上部はふ

たゝび下部にみられるような硬質頁岩が優勢となる。以上のような岩相の垂直的変化

を平面的に観察すると，下部に発達する硬質頁岩は，上部のそれに較べてその拡がり

が狭く本図幅地域の北端 ? 註 9) から，北隣早来図幅地域内に分布するにすぎないが，

上部硬質頁岩はそれをこえて広く分布している 19)20)。

　本層は全般的に大型化石に乏しく，図幅地域内では認めることができなかった註 10)。

しかし，これに反して Cyclammina 属を主とする小型有孔虫化石および“Sagarites”

sp. が全層を通じて普遍的に認められる註 11)。

　次に野安部沢流域の本層から産した有孔虫化石を示す。

Cyclammina cancellata BRADY ( 多産する）

註 8)　本図幅地域内にはその分布をみないが北隣早来図幅地域内に分布する。
註 9)　本図幅地域内鵡川背斜に実施されたボーリングの資料から，同背斜地域には下部硬質頁岩の顕著なも
　　　 のは認められず，おそらく北から南に向かって，硬質頁岩が側方に移化するものと考えられる。
註 10)  北隣早来図幅地域内で硬質頁岩中より Port landia kakimii  を産出している。
註 11)  有孔虫化石は一般に硬質頁岩の部分に少なく，シルト質の部分に多く発見される。
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Cyclammina orbicularis BRADY 

Haplophragmoides sp. 

　また，土田定次郎によれば萠別背斜から次に示す有孔虫化石が報告されている。

Ammodiscus incertus  d'ORBIGNY ･･･････････････R 

Bathysiphon arenacea CUSHMAN････････････････C 

Cyclammina incisa (STACHE) ････････････････････F 

Haplophragmoides subglobosum (SARS)･･･････R 

Martinottiella communis d'ORBIGNY ･･･････････C 

M.                  bradyana tarukiensis ASANO･･･C 

Orbulina universa d'ORBIGNY････････････････････F 

Saccammina sp･･･････････････････････････････････････ F 

                                                                         F：Few  　R：Rare　 C：Common

　本層と下位の振老層 6) との累重関係は，本図幅地域内では観察できないが，北隣の

早来図幅地域では振老層―礫岩砂岩互層―と本層の下部硬質頁岩とが直接し，その関

係は整合的であるとされている 20)。また，追分図幅中央南部の支安平地域では，軽舞

層の下部硬質頁岩および砂岩泥岩互層が川端層と異相関係にあることが明らかにされ

ている 19) 註 12)。

　本層は有孔虫化石および層序関係から中新世後期と考えられる。またその岩相など

から富川―平取地方の二風谷層 14)，馬追・追分地方の馬追山層 19) にそれぞれ対比さ

れる可能性が強い註 13)。

　砂岩泥岩互層は，野安部沢中流軽舞背斜の核を形成して小範囲に分布するに過ぎな

い。模式地は北隣早来図幅内厚真川の一支沢メナ沢流域である。

　本互層は一般に灰色〜暗灰色シルト岩と灰色〜帯青灰色細粒砂岩との互層で，シル

ト岩・砂岩の量比はやゝシルト岩が多く，各単層の厚さは，シルト岩が 20cm 前後，砂

註 12)  本図幅地域において実施された，石油資源開発株式会社の試錐によって，さきに述べたように軽舞
層以下の地層の存在することが明らかになったが，その岩芯では軽舞層中下部および振老層の岩相の
区別が困難であり，おそらく硬質頁岩の岩相は軽舞層の上部にのみ発達し，中部から振老層までは一
連の砂岩泥岩互層が連続しているものであろう。したがって軽舞層下部の硬質頁岩は早来図幅から鵡
川図幅北縁にかけて発達する地域的な岩相である。以上のことから，上部硬質頁岩のみが従来の“稚
内層準”で示される軽舞層で，中下部は振老層に一括されるべきかもしれない。

註 13)   軽舞層と馬追山層との関係は，前述のように軽舞層の中下部が川端層と一部異相関係とも考えられる
　ことから，軽舞層の上部が馬追山層に対比されるべきかもしれない。
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岩が 10 〜 15cm くらいである。また，しばしば厚さ 5 〜 10cm の暗灰色硬質頁岩を挾

み，ところによってはシルト岩・砂岩に比較して硬質頁岩が卓越する部分がある註 14)。

シルト岩は模式地に発達する岩相と異なり，多少珪藻土質あるいは凝灰質で，上位萠別

層下部の互層中のシルト岩に近似している。互層は全体として層理が明瞭で遠望する

と“硬質頁岩”の様相を呈する部分がある。本層中にはしばしば砂質の偏平な団塊や

板状の硬砂岩の厚さ 10 〜 20cm の薄層を挾有している。また，シルト岩中には保存

の良好な有孔虫化石 (Cyclammina 属が多い ) および“Sagarites”sp. が認められる。

軽舞沢・野安部沢の本層砂岩中には滲油が認められる。本互層と下位の硬質頁岩層と

は相互に漸移し，その間には確然たる境界はなく砂岩・シルト岩の卓越する部分に便

宣上境界を設けた。

　上部硬質頁岩は，野安部沢中流の軽舞背斜の両翼および鵡川背斟の軸部に分布して

いる。模式地は野安部沢中流，早来図幅地域内宇久留沢中流および厚真川支沢チルク

沢附近である。

　本図幅地域内では本層は前述したようにその分布地域が大別されるが，両者を比較

すると岩相が多少異なっている。これは岩相の側方変化によるものと考えられ，その

側方変化の傾向を，早来・鵡川両図幅を通じて観察すると，北部に硬質頁岩の顕著な

発達がみられるが，南部に向かうに従い硬質頁岩の量を減じ，凝灰質シルト岩に移化

している。

　軽舞背斜に分布する硬質頁岩は，前述の砂岩泥岩互層の上位に累重する。その関係

は下位互層中の硬質頁岩が卓越するとともに，砂岩・シルト岩の量を減じ，漸次硬質頁

岩へと移化している。したがって本層との境界は硬質頁岩の量に基づいて決定されて

いるため，地域差があり，その境界は同一時間面を示すものではない。一般に暗灰色

の珪質な硬質頁岩を主とし，灰色〜暗灰色シルト岩の厚さ 1 〜 3cm の薄層を 10 〜 15

cm 間隔に挾み，層理が明瞭であたかも煉瓦を積み重ねたような外観を呈する。硬質頁

岩は幾分凝灰質で，風化面は鉄錆色を呈するのが常で，角のある葉片状に砕けるのが

特微である。シルト岩は硬質頁岩に較べて軟らかく，風化してもそれほど鉄錆色を呈

することはない。また，その割れ方も角のない細片となって砕ける。本層中には砂岩

註 14)  模式地においては砂岩の量が多く，かつ硬質頁岩をほとんど挾まない。また互層は一見すると振老層
の互層に酷似した外観を呈している。
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の薄層を挾有する部分もあり，また，シルト岩が卓越してむしろ硬質頁岩を挾有する

ような部分もある。このようなところでは川床に硬質頁岩が階段状に侵蝕に耐え残っ

ている。

　鵡川背斜軸部に分布する上部硬質頁岩は，軽舞背斜部すなわち野安部沢流域に分布

する本層とは異なり，全般的に硬質頁岩の量が少なく，とくに背斜の南部地域では著

しく少ない。入鹿別中流地域 ( 鵡川背斜北部 ) では軸部に層理の不明瞭な灰色シルト

岩が卓越する。このシルト岩は，下位の互層中のシルト岩によく似ている。軸部から

上流 ( 背斜東翼 ) にかけては徐々に暗灰色硬質頁岩の量を増し，野安部沢にみられる

ような硬質頁岩の様相を示している。また，支沢イヨマホーク沢では硬質頁岩が少な

く，むしろ萠別層下部に発達する灰色凝灰質シルト岩・砂岩・硬質頁岩の互層に酷似し

た岩相を示している。二の宮沢流域 ( 背斜南部 ) ではさらに硬質頁岩の量を減じ，暗

灰色硬質頁岩と灰色凝灰質シルト岩との互層となり，しばしば砂岩を挾有する。硬質

頁岩の部分は川床に階段状に露出している。また，さらに南部の鵡川背斜が南に沈降

する部分ではほとんど硬質頁岩が認められず，凝灰質シルト岩あるいは凝灰質シルト

岩と砂岩との互層となっている。また，背斜の両翼について観察してみると，西翼は

露出不良で明らかではないが，大体東翼が西翼に較べで硬質頁岩が卓越しているよう

に推察される。

　上部硬質頁岩は下位の互層に較べて有孔虫化石は少ないが，全層を通じてみいださ

れる註 15)。大型化石は下位互層と同様きわめて少なく，入鹿別川流域で 2，3 個体発

見したが，いずれも保存不良で鑑定に耐えなかった。

　また，軽舞・鵡川両背斜軸部では硬質頁岩の割れ目に滲油している部分がある。な

お本層の厚さは野安部沢流域では約 300 〜 320m，入鹿別川流域では約 230m を算

する。

Ⅱ．1．2　萠　別　層

　本層は，大村一蔵 4) によって命名された萠別層と，さらに上位の鵡川蛮岩とを含め

たものを総称して萠別層とし，再定義する註 16)。本図幅ならびに近隣地域の本層準の

註 15)  鵡川背斜南部地域のシルト質岩の部分には有孔虫化石は少なく“Sagari tes” が多い。
註 16)  大村一蔵の萌別層と鵡川蛮岩とを一括したのは鵡川蛮岩の基底が同一層準を示すわけではなく，萠別

層との間に相互に側方に移化しあう事実が認められ，むしろ一括し，鵡川蛮岩は萠別層の一岩相とし
て取り扱うのが適当と考えられるためである。
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層序は従来多くの人々によって調査され，それぞれ発表されてきたが，同一地層に対

して別名が与えられたり，また，異なる地層に対して同一地層名が与えられ，著しい

混乱があるので，本図幅の調査結果と従来の層序区分との関係を次に掲げておく。

               第 2 表　従来の厚真油田上部新第三系対比表　　　　　　( 地層名辞典より）

　本層は，図幅北東部地域の大部分を占めて分布する。岩相の側方変化が著しく，岩

相による層序区分を全域に適用することが困難である。しかし，大局的にみると，大

きく 2 つの堆積の周期―細粒から粗粒への―が認められる。すなわち，本層堆積の初

期は先に述べた軽舞層に引き続いてシルト岩〜硬質頁岩相が卓越し，比較的安定した

堆積環境を示しているが，中期には細粒相から粗粒相へと変化するのが観察され，礫

岩相の分布状況は地域による差別的な物質の供給あるいは沈降，すなわち不安定な堆

積環境を示している。中期以降 ( 中部礫岩相の上位 ) はふたゝびシルト相の卓越する

層準があり，その上位にはふたゝび粗粒相 ( 礫岩 ) が発達する。

　本層は軽舞層と同様大型化石がきわめて少ないが，春日沢下流の凝灰質シルト岩砂

岩互層部から Lucinoma sp. を，軽舞沢・二の宮沢の砂質シルト岩からは Nuculana 

sp.，Macoma sp. を，また，野安部沢の凝灰質塊状シルト岩からは Nuculana sado- 

ensis (YOK.),  Nuculana sp. を産した。また，本層下部の互層部からは Cyclammina

属を主とする有孔虫化石を，また，礫質相を除いた各岩相からは“Sagarites” sp. を

普遍的に産する。本層と下位軽舞層との累重関係は整合漸移で，かつ一部においては

側方に移化し，その境界は必ずしも同一時間面を示すものではない。本層の地質時代

は古生物学的資料が少ないため確実には決定しがたいが，含まれる有孔虫化石および

近隣地域との岩相，層序などの比較により，中新世後期から鮮新世前期にわたるものと

考えられる。また，隣接地域との対比を試みると富川図幅の荷菜層 14)，門別図幅の厚賀
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第 2 図　早来―鵡川―平取―厚賀地区岩相対比概念図
　　　　主として軽舞層準―萠別層準 ( 上部中新世―鮮新世 )
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層 15) および追分図幅の由仁層 19) とほゞ同一層準と考えられるが， Cyclammina 属産

出の上限を各地域ごとにみると，追分・早来・鵡川図幅地域では本層準の下部まで産

出するが，富川・静内図幅地域では荷菜層・厚賀層にはその産出をみず，その下位の

二風谷層・元神部層の中上部までその産出が知られている。

　以上のことから考えて，富川・静内図幅地域の荷菜層・厚賀層と，本層との関係に

は幾分問題が残っている。

　次に本図幅地域と隣接地域との ( 軽舞層および萠別層 ) 概念的な岩相対比図を示

す ( 第 2 図 )。

　本層は岩相から大略次のように 6 つに分けられる。

　シルト岩砂岩硬質頁岩互層は，野安部沢上流から入鹿別川上流にかけて広く分布す

る。下位の軽舞層上部硬質頁岩との累重関係は漸移し厳密な境界を決定しがたいが，便

宜上硬質頁岩とシルト岩とが，ほゞ等量の互層になる部分をもって両者の境界とした。

　下部は暗灰色硬質頁岩と灰色〜暗灰色シルト岩との互層で，灰色細粒砂岩の厚さ

5cm 前後の薄層を挾み，外観は硬質頁岩層の様相を呈する。中部では徐々にシルト

岩・砂岩の量を増し，シルト岩を主とする砂岩・硬質頁岩との互層となる。上部はさ

らに硬質頁岩の量を減ずるとともにシルト岩は凝灰質〜珪藻土質となる。層理は明瞭

であるが，砂岩の挾在状態が不規則でレンズ状を呈する場合があり，また，シルト岩

との接触面は凹凸があり走向，傾斜を測定するのが困難である註 17)。

　本互層の下部は軽舞層中部の互層に似ている。下部のシルト岩中には Cyclammina

属を，また“Sagarites” sp. は全体に含まれる。春日沢流域では石灰質団塊が含まれ

る。

　シルト岩砂岩互層は，春日沢流域に広く分布し，前述の互層部から漸移する。したが

って便宜上硬質頁岩の量がきわめて少ない部分を本互層として取り扱った。下部は凝

灰質〜珪藻土質シルト岩を主とする砂岩との互層で，まれに硬質頁岩の薄層を挾有す

る。層理はあまり明瞭ではない。中上部では砂岩の量を増し，シルト岩と砂岩との量

比はほぼ等量となる。各単層の厚さは一般にシルト岩 10 〜 15cm，砂岩は 5 〜 10cm

である。シルト岩は灰色〜帯緑灰色を呈するが風化すると淡黄灰色〜淡黄褐色を呈す

註 17)   早来図幅においては，本互層をさらに 2 分し下部を硬質頁岩シルト岩互層，上部をシルト岩砂岩互層
としている。
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る。軽石粒に富み，また，“Sagarites”sp.  を多く含有する。砂岩は一般に細〜中粒で

固結度が低く軟弱である。暗青灰色で風化すると茶褐色となる。砂岩とシルト岩との

接触面は凹凸面をもって接する場合が多い。春日沢支沢二号沢入口下流附近の本互層

中には，厚さ 25cm くらいの凝灰岩が挾有されるが追跡が困難である。

　塊状シルト岩は，入鹿別川上流および野安部沢中流軽舞背斜西翼地域に分布する。

前述のシルト岩砂岩互層のとくにシルト岩の卓越した部分であり，おおむね，互層の比

較的上部に発達する。このシルト岩は，灰色〜帯緑灰色で凝灰質〜珪藻土質であり，一

般に層理に乏しい。風化すると淡黄灰色〜淡黄白色を呈する。また，しばしば層理面

に沿って帯褐灰色の細粒砂岩を薄紙状に挾んでいる。また，“Sagarites”sp.  および

軽石粒が全般的に含まれる。軽舞沢においては前述したように保存の悪い海棲二枚貝

化石が発見された。

　砂質シルト岩は，後述する礫岩―萠別層中部の礫岩―の上位に，二の宮断層に沿っ

て，その西側に細長く分布する。灰色凝灰質〜珪藻土質の塊状砂質シルト岩で前述の

塊状シルト岩に較べ層理の一層不明瞭なこと，砂質であることおよび雲母片を多量に

含有する点が異なる。風化すると淡黄褐色を呈し粘土質となる。この砂質シルト岩は

淘汰が悪く不均一で“むらくも状”を呈する。鏡下では少量の珪藻および炭質物が認

められる。本相中にはしばしば厚さ 20cm くらいの灰白色凝灰岩および灰色細粒砂

岩の薄層を挾有する部分がある。また，“Sagarites”sp.  を普遍的に含むほか，保存

の悪い海棲二枚介化石がまれに認められる。本相は上部になるにつれて次第に粗粒と

なり後述する砂岩に移化する。

　砂岩は，前述の砂質シルト岩から漸移し，その上位に，帯状に分布する。帯褐灰緑

色〜灰緑色の細粒〜中粒塊状砂岩で一般に軟弱である。この砂岩には雲母片の多いこ

とが特徴である。また，しばしば灰白色凝灰質シルト岩の薄層を不規則に挾有する。

入鹿別川，ホロクラ沢流域においては粗粒となり偽層を呈する部分がある。また，酸

化鉄の沈澱によって 2 次的に硬化されている部分がある。本相の一部には形態の不規

則な灰色砂質団塊を介在し海棲介化石が含まれる。前述の砂質シルト岩まで含まれて

いた“Sagarites”sp.  は，本相からはほとんど認められない註 18)。

註 18)  この岩相は門別図幅において Pecten takahashi i  YOK.  外の鮮新世化石動物群 ( 滝川動物群 ) を
産する砂岩に良く似ており，また，上下の層序関係が似ている点などから考えて，ほゞ同一層準とし
て対比することが可能である。しかし，本地域では鮮新世を指準する化石群は発見されなかった。
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　礫岩は，萠別層のほゞ中部と上部との 2 層準に顕著に発達するほか，野安部沢中流

の前述したシルト岩砂岩互層中にレンズ状をなして分布する。中部に発達する礫岩は，

上部のものに較べて層厚も薄く，かつ連続性に乏しい註 19)。すなわち，鵡川背斜の西

翼では二の宮断層に沿って狭長な帯状をなして分布するが，豊城沢から春日沢沢口に

かけては認められず，春日沢沢口から東隣富川図幅内キリカツ沢・バロ沢にかけてき

わめて顕著な分布を示している。

　上部の礫岩は，豊城駅附近から入鹿別川下流地域によく発達する。この礫岩は C.

図版 1　豊城駅附近の萠別層の礫岩　(“鵡川礫岩”)

註 19)  この礫岩は，本図幅地域においては，膨縮に乏しいが，富川図幅地域においてはきわめて不規則なレ
ンズ状をなして分布している。
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C．C．札幌支部の対比試案 (1949) による鵡川礫岩層に相当するものである。

　以上の礫岩は，外観褐色〜茶褐色を呈し，径 2 〜 5cm のよく洗磨された円礫から

なっている。膠結物は褐色の中〜粗粒の砂で固結度が低い。礫種は日高山系にみられ

る火成岩類，変成岩類および古期水成岩類を主要構成員とするが，まれに第三系の水成

岩類をも含んでいる註 20)。一般に偽層がよく発達し，かつ側方に変化する。また，酸

化鉄の沈澱により赤褐色を帯び硬化している部分もある。礫岩中にはしばしば凝灰質

〜珪藻土質シルト岩および茶褐色中粒砂岩のレンズ状の薄層を挾有する。春日沢下流

の枝沢に分布する礫岩中には，その膠結物質が石灰質物からなる堅硬な礫岩を挾有す

る。この礫岩は灰黒色で一見すると振老層中にみられる礫岩に酷似する。

　上部および中部の礫岩の間には，本図幅地域内では，おおむね砂質シルト岩および

砂岩を挾むので分帯追跡することが可能である。また，早来図幅地域においては中部

礫岩から下位の岩相が，北方へ向かうに従い側方変化が著しく，粗粒相―礫岩―が卓

春日 1，2，3 号沢および入鹿別沢の上部岩相は東隣富川図幅域内にある
第 3 図　萠  別  層  地  質  柱  状  図

註 20)  門別・厚賀地方では同層準の礫岩の礫種はミグマタイト，花崗岩質岩が多いが，鵡川・厚真地方では
ミロナイト，塩基性岩類が多く，供給源の地質が反影しているものと考えられる。
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越し，北部地域では軽舞層の上部硬質頁岩に直接累重する部分がある。

　礫岩中には“Sagarites” sp.  などを含めて化石類はまったく発見されない。

　以上本層の各岩相について述べたが，これらの岩相の関係は必ずしも上下の関係に

あるのではなく，相互に移化している。したがって層厚の算定は困難であるが，図幅

地域においては，おおよそ 1,500 〜 1,700m を算する。第 3 図は各地域ごとの柱状図

を示す。

Ⅱ．2　第　四　系

　本図幅地域内に分布する第四系は，いくつかの段丘を構成する段丘堆積物，火山灰

層および冲積層からなっている。

Ⅱ．2．1　段 丘 堆 積 物

　地形の項で述べたように，本図幅地域には 4 つの平坦面が認められる。これらの平

坦面は，鵡川の南岸に発達する一部のものを除いては，いずれも海岸段丘と推察され

る。これらの段丘のうち，最高位の第 1 段丘を除いては，それぞれの堆積物が認めら

れるが，火山灰，表土あるいは崖錐によって被覆され，かつ段丘面を切る谷，人工切

割などが少ないなどのために，その内容を把握することがきわめて困難である。しか

し，第 4 段丘面のように，海蝕崖によって切られている時は，比較的よくその堆積物

を観察することができる。

　第 1 段丘面はすでに述べたように，平坦面が残っておらず定高性を示す稜線が認め

られるにすぎず，その堆積物は認められない。

　第 2 段丘面の堆積物は，豊城―春日間の支谷の頭部でしばしば観察される。全層厚

10 〜 15m あり，淡黄灰色〜灰色の粘土と褐色の礫層〜砂礫層との互層からなり，下

部に礫が卓越する。礫は最大径 5cm 以下で一般に径 1.5 〜 2cm のものが多く淘汰

が比較的よい。

　第 3 段丘面の堆積物は，地形の項で述べたように，第 3 段丘面と第 2 段丘面との区

別が困難であり，第 3 段丘面が第 2 段丘堆積物の侵蝕によってできた一段低い平坦面

であって，堆積面ではなく侵蝕面であるという疑いもないわけではない。

　しかし，一部野外で観察されるところでは，第 3 段丘面を構成する堆積物は，下部

は礫層で粘土層と互層することなく，上部は砂質粘土層からなり，礫の大きさは 2
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cm 以下で淘汰が悪く，第 2 段丘面のものとは異なるように見受けられた。しかしい

ずれにしても堆積物の観察されるのが限られているため明らかではない。

　第 4 段丘面の堆積物は，他の段丘に較べてよく観察される。この堆積物は鵡川を境

として北部地域と南部地域とでは，多少内容を異にしている。北部地域では豊城―軽

舞間を結ぶ道路の切割あるいは天然崖で観察される。堆積物は，その基底が二の宮沢

入口附近を除いては，一般に冲積面下にあるので下部層は明らかではないが，主として

青灰色の粘土からなり薄い礫層を挾んでいる。入鹿別附近では礫層の下位の粘土層に

厚さ 10cm 前後の泥炭層を挾有する。粘土中には軽石粒あるいは植物質の破片を多

く含んでいる。層厚は冲積面上で最厚 10m を算する。一方南部地域では，鵡川駅以南

の鉄道沿いの海蝕崖で観察される。きわめてよく淘汰された，径 0.5 〜 2cm の細礫を

主とする褐色礫層―砂質物を含まず礫のみからなる―と，褐色〜黄褐色砂層との 5 〜

10cm の互層からなっており，下位の新第三系を不整合に被覆している。層厚は最厚

4 〜 5m である。以上のような堆積相から当時の堆積環境を推定すると，南部地域は，

大体において海成と考えられるが，北部地域は内湾あるいは潟湖のような半鹹半淡性

の堆積環境にあったと考えられ，札幌―苫小牧低地帯の古地理を考えるうえに興味あ

第 4 図　 第  4  段  丘  堆  積  物  柱  状  図
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ることである。すなわち，第 3 段丘堆積物の堆積時には低地帯は完全に海 ( むしろ海

峡 ) の状態であったが，第 4 段丘の堆積時には隆起によって海が後退し，いままでの

海の状態から内湾あるいは潟湖の状態となり，遂には陸化したと推察される。

　鵡川南岸米原附近には第 4 段丘面と，その形成時期を同じくすると考えられる河岸

段丘堆積物とが認められる。これはきわめて淘汰の悪い砂礫からなっている。

　第 4 図に比較的堆積物をよく観察できる，第 4 段丘堆積物の各地域ごとの柱状を示

す。

Ⅱ．2．2　火  山  灰  層

　本図幅地域内には，第四紀の火山活動による降灰が全域を覆って分布している。こ

れらの火山灰の噴出起源は，いずれも札幌―苫小牧低地帯をへだてた西方地域，すな

わち，恵庭・樽前の両火山および洪積世末期に活動したと考えられる支笏火山 16) に由

来したものと考えられ，かつての活動が数次に及んで行なわれたことが，火山灰の累

積状態から推察される。この火山灰を外観から大別すると上位から火山灰 a，b，c，

d，e の 5 層に区分される。これらの火山灰相互の関係は，a および b 層の間には

明らかに時間的間隙が認められるが，b，c，d，e 層の間には野外で観察し得た範囲

ではあまり間隙が認められない註 21)。

　火山灰 e 層は，入鹿別附近および鵡川市街南方の海蝕崖で認められる。入鹿別附

近の切割で観察したところでは，前述の第 4 段丘堆積物の上位に累重する。その境界

は比較的明瞭で漸移してはいない。外観灰褐色〜黒褐色で軽石は少なく，主として安

山岩質の径 10mm 以下の岩片からなり，鏡下で観察すると，ガラス質の輝石安山岩

片と斜長石および輝石類が認められる。厚さは 20 〜 30cm である。

　火山灰 d 層は，火山灰 e 層の上位に累重し，3 〜 4 枚の同質の火山灰質土とロー

ム状軽石との互層からなっている。二の宮沢沢口から入鹿別附近では厚さ 10 〜 20cm

の黄褐色粘土質軽石と褐色火山灰質土が互層し，軽石はローム状となっている。鏡下

でみると輝石類，斜長石が含まれるがその量は e 層に較べて少ない。全体の厚さは

50 〜 150cm である。

　火山灰 c 層は，d 層の上位に累重し，鵡川市街南東の海蝕崖，入鹿別附近および

註 21)  火山灰 b，c の間はほとんど連続していたように見受けられるが，c と d との間にはローム状を呈
する部分があり，多少間隙のあったことが予想される。しかし，a と b との関係に較べて小さい。
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入鹿別―上厚真間の道路の切割などで観察される。d 層との関係は前述したように d

層がローム状の火山灰質土となっていることなどから，多少の時間的間隙があったも

のと推測できる。外観淡黄灰白色で角閃石石英安山岩質軽石のほか，斜長石・石英・

角閃石・輝石類の粒が鏡下で認められ，その大きさは径 2mm 以下で胡麻塩状を呈

する。

　火山灰 b 層は，門別図幅において下部火山灰層としたものに相当し，また，勝井義

雄により支笏降下軽石とされたものである。この火山灰層は冲積平野を除いて，新第

三系の分布する山地および各段丘の表面を覆って広く分布している註 22)。c 層との関

係はその累積状態からほとんど時間的間隙がなかったものと考えられる。本層はその

堆積状況が図幅地域各所で観察される。その厚さは東方に薄く西方に厚くなる傾向が

みられ，また，軽石の粒度も東方に細かく西方に粗い。この火山灰層の基底は鵡川市

街―軽舞を結ぶ道路から約 1km くらい西方までは認められるが，それより以西で

は冲積面下に没し，したがって厚さも明らかでない。

　軽石は黄褐色〜淡黄褐色で径 50mm 以下のものが多く，針状構造がよく保存され

ている。ほとんど有色鉱物・安山岩質岩片を含まない。また，火山灰層の上部は一般に

風化しローム状となっている場合が多い。

　火山灰 a 層は，門別図幅地域において上部火山灰層としたものに相当する。現在の

第 5 図　上厚真西周文附近の切割 ( 火山灰 a と b との関係 )

註 22)  図幅北東地域の山地ではほとんど認められず，侵蝕流失したものであろう。
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河床を除いて全域を被覆している。下位の b 層との関係をみるに，第 5 図に示すよう

な現象が各所で認められ，両者間に明らかに時間的間隙のあったことが認められる。

　外観灰白色〜白色で，輝石の斑晶を含む多孔質な軽石と極少量の安山岩質岩片とか

らなっている。この軽石層の水平的な粒度変化と層厚の変化とはきわめて顕著であ

り，西方―噴出源―から東方へ遠ざかるに従い粗粒から細粒となり，かつ厚さを減じ

ている註 23)。

　以上各火山灰層について述べたが第 6 図に各地域ごとの柱状を示す。

　これらの火山灰の噴出時期については，種々問題はあるが，段丘面との関係から推

察してみると，a，b，c，d，e の各火山灰層は第 4 段丘面が形成されたのちに噴出降下堆

積したことは，第 4 段丘堆積物の上位に累重することから容易に判断される。次に地

形の項で述べた第 4 段丘面よりさらに低い段丘面 ? との関係について考察すると註 24)，

第 4 段丘面より低い面が冲積面上に認められないので詳細は不明であるが，上厚真小

学校附近，軽舞沢の川岸で河水面より 1.5m くらい上部に火山灰 b 層の基底が認め

られる註 25)。こゝでは火山灰 c，d，e 層は認められず，下位に段丘堆積物と考えられる

褐色の火山灰質粘土が分布している。こゝで考えられることは，この火山灰質粘土が

第 4 段丘面よりさらに一段低い段丘の堆積物であるとすれば，火山灰註 26)c，d，e 層

は第 4 段丘より低い平坦面の形成前の火山活動によるものであり，また，b 層は形成

後の噴出物であるということになるか，または c，d，e 層も形成後の噴出物である

が，b 層の噴出前に削剝され欠除しているとも考えられる。本図幅においては一応段

丘堆積物の分布状況および地形から判断して，c，d，e 層は第 4 段丘よりさらに新し

い段丘の形成前の活動によるものであり，b 層は形成後のものであると考える。ま

た，火山灰 b 層は前述したように勝井義雄によって支笏降下軽石とされたものに相

当する。同氏によれば，この降下軽石の堆積時には，美々・植苗 ( 図幅地域北西方約

註 23)  粒度は西部静川附近では径 20 〜 30mm 前後のものが多数認められるが，東部富川図幅寄りの地域
では径 10mm を超えるものは少なく 5mm 前後のものが多い。厚さは静川附近で 1m 前後であ
るが東部では 20 〜 30cm である。

註 24)  この面は第 4 段丘面の連続であって西方へ徐々に低下して冲積面下に没しているとも考えられるが，
入鹿別・軽舞附近において第 4 段丘堆積物が急に冲積面下に没すること，および上厚真附近において
冲積面より低いところに火山灰層の基底があって，火山灰 c，d，e 層が欠除している点などから考え
て第 4 段丘面よりさらに低い平坦面があったものと推測した。また，第 4 段丘面が門別地方の門別面
に同定でき，かつ，門別図幅において門別面よりさらに低い河岸段丘のあることなどからも前述のよ
うなことが推測できる。

註 25)  この基底面は現在の冲積面より低い。
註 26)  火山灰 c 層は b 層および d 層との累重関係から推察してむしろ b 層に含まれるべきかもしれない。
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第  6  図 　 　 火 　 山 　 灰 　 層 　 柱 　 状 　 図
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15km) 地方で降下軽石中に化石林の認められるところから陸上の堆積物であり，美

々・植苗附近は陸化しており，その時期は洪積世末期であろうとしている。

　火山灰 a 層は現河床を除いた全域を被覆していることから，冲積世の火山活動に

よることは明らかであり，下位 b 層との間にも厚さ 50cm 前後の腐植土があり，時

間的間隙のあった証拠である。火山灰 a 層の上位には厚さ 5 〜 10cm の表土があ

り，この厚さから判断してもきわめて新しい時期の噴出物であることがうかがわれ

る註 27)。

Ⅱ．2．3　冲　積　層

　冲積層は，低地および各河川に沿って発達する。その堆積過程から海浜堆積物・氾

濫原堆積物・湿原堆積物および崖錐堆積物に分けられる。

　　海浜堆積物としては，単調な海岸線に沿って幅 200 〜 300m の砂浜が発達し，さ

らにその後部には 1 〜 2 列の砂丘が海岸線に平行して発達している。その高さは 4 〜

5m である。きわめて淘汰のよい砂からなっている。

　氾濫原堆積物は，現在の河川の氾濫原を形成し，鵡川流域にもっとも広く分布して

いる。この堆積物は各河川によって多少異なり，河川流域の構成岩石の違いを示して

いる。すなわち，第三系分布地域を流れる厚真川・入鹿別川では，礫が少なく砂泥が

多いが，脊梁山脈から流れる鵡川では古期岩類の礫が多く認められる。また，鵡川河

口には砂泥からなる小規模な三角州が発達している。

　湿原堆積物は，図幅西部地域の低地に広く発達する。この形成については，地形の

項でも述べたように，浜堤の発達によって浜堤の内側にいわゆる後背湿地　(Back

marsh) ができ，湿原植物の繁茂，枯死の反覆によって，草炭層を形成し，一方では

鵡川・入鹿別川・厚真川・安平川などの冲積作用によって埋立てられ形成されたもの

である。主として草炭・泥炭質粘土および冲積土からなる。これら草炭は前述の火山

灰 a 層を挾んで上下 2 層認められるが，下位の草炭が厚い。なお，この湿原は冲積

作用による埋立てと湿原堆積物の集積とによってごく範囲が狭められているが，その

なごりの弁天沼その他が存在し，現在草炭が生成されている。

註 27)  門別図幅においては伊木常誠の見解に従い，明治初期あるいは，それ以前の噴出であるとしたが，西
周文地域で火山灰 a 層の上に厚さ約 30cm の泥炭層が発達していることなどから，それよりはは
るかに古い時期のものであると思われる。また，山田忍 10) による樽前統 B に相当するものであろ
う。



　崖錐堆積物は各河川支谷の頭部に小規模なものが認められる。

Ⅱ．3　地  質  構  造

　新第三系の地質構造は，隣接地域を含めて考察すると，NNW-SSE 方向を示す構

造によって支配されている。褶曲運動を主とし，これに伴なう断層運動がみられる。

これらの運動によってできた褶曲軸，断層の延長方向は北海道中央南部地域の主要構

造線の方向にほぼ平行しており，中軸帯の構造に支配されていることが容易に考えら

れる。

　図幅地域内に認められるおもな褶曲および断層は，鵡川背斜・軽舞背斜・二の宮断

層および厚真断層である。

　鵡川背斜は，入鹿別川中流―春日沢支沢二号沢沢口を結ぶ NNW-SSE 方向の軸を

もち，南北に沈下し細長いドーム構造を呈している。北東翼の傾斜は 20 〜 25°であり，

南西翼は後述する二の宮断層によって切られているため，明らかではないがほゞ対称

背斜構造を呈していると考えられる。背斜の軸部には軽舞層が露出している。

　軽舞背斜は，野安部沢中流―軽舞沢中流を結ぶ NNW-SSE 方向の軸をもつ背斜で

あって，南北に沈降するドーム構造を呈し，本図幅地域には南半部がみられ，鵡川

背斜の北東方に雁行状に配列している。したがって軽舞背斜と鵡川背斜との間には両

背斜に平行する向斜構造があり，これは北西および南東方向へ開いて半盆状構造を呈

し，さらに単斜構造へと変わっている。この背斜は北東翼では傾斜が 25 〜 30°であ

るが，南西翼では 35 〜 45°であって非対称的である。軸部には軽舞層中部の互層部

が露出している。

　二の宮断層は，前述の鵡川背斜の南西翼を切り，その延長方向は NW-SE 方向で

ある。野外でその断層面を確認することはできなかったが，断層の予想される周囲の

地層が直立あるいは逆転していること，および破砕されている部分が認められる。こ

の断層は豊城沢から南東地域では前述のような現象もみられず，南東方へはその落差

も減少して消滅する蝶番断層と考えられる。北西延長については露出が不良であるこ

とと，第四系に被覆されることのため詳細は不明である。

　厚真断層は，早来図幅地域内から当図幅地域北東部にかけて北西―南東方向の走向

をもって走るもので，軽舞背斜の西翼を切っている。この断層はその南東延長で 2 つ

25



26

に分かれ，軽舞背斜を斜めに切っており，南東へは漸次消滅して二の宮断層同様蝶番

断層の性質をもっている。

　以上の背斜構造および断層の性質を，近隣地域の資料をも参考にして考えると，背

斜は東緩西急の場合が多く，また，断層は東方からの衝上性逆断層が多い。このよう

な地質構造の特徴は，北海道中軸帯西方にみられる構造運動の特徴によく合致する。

　以上の第三紀の褶曲，断層運動のほゞ完了した後に準平原化作用が進み，続いて数

時にわたる傾動を伴なった昇降運動があり，いくつかの平坦面が形成せられたものと

思われる。

Ⅲ．応　用　地　質

Ⅲ．1　石　　油

　本図幅地域は，油田地帯として注目され，古くは小林儀一郎 1) によって鵡川背斜お

よび軽舞背斜を中心とした調査がなされ，また，図幅地域北東部から早来図幅地域に

かけては，振老油田調査として竹原平一 6) によって調査がなされた。

　石油徴候は鵡川背斜および軽舞背斜を中心として諸所に認められる。これらの石油

徴候は主として砂岩部に多くみられるが，一部泥岩の割れ目にみられる場合もある。

貯溜岩は軽舞層の下位の振老層および上位の萠別層の粗粒相である。前者に対しては

軽舞層の硬質頁岩は良好な帽岩となっている。したがって鵡川背斜および軽舞背斜は

構造上注目に価する。

　本油田の開発には明治 35 年にインターナショナル石油会社によって，軽舞背斜お

よび鵡川背斜を中心に試掘が行なわれ，軽舞背斜では出油をみ，現在まで幾多の経営

者によって採油されてきた註 28)。一方鵡川背斜においては，少量の出油をみた試掘

井もあるが，企業化するにいたらず現在に及んでいる。しかし，近年，石油資源開

発株式会社によって詳細な調査がなされ，1957 年には鵡川背斜に 2 本の試掘井 (SKI

1,638.30m，SK・2 号 1,801m) が掘られたが出油をみなかった。

註 28)  軽舞背斜の北部早来図幅地域内において採油されている。



第 3 表　油  井  資  料  の  総  括  表

　　　　　　　　　　　　註　この資料は鉱物調査報告第 3 号より集録

　従来軽舞・鵡川両背斜で実施された試掘井の資料を参考までに表示する ( 第 3 表 )。

Ⅲ．2　天  然  ガ  ス

　図幅地域西部の低地には，水溶性天然ガスの湧出が知られ，本所本島公司技官や島田

忠夫技官ほかにより，勇払附近を中心としたガス田調査がなされた。本図幅地域では主

として厚真川流域にガス鉱床が伏在している。島田技官ほか 18) によるとこの地域のガ

ス鉱床はおおむね，深度 35 〜 65m と 120 〜 140m とにやゝ優勢な含ガス層があり，さ

らに深度 80 〜 92m 間にも低い含ガス層がある。これらの湧出ガス量は，上厚真の 1，

2 の井戸において，3 〜 5m3/d であるが，他はいずれも 1m3/d 以下であり，量的に

多いものはない。また，G.W.R．もすべての井戸において理論ガス水比以下である。

ガ ス 質 は CH4 65 〜 87 %，CO2 5 % 以 下，N2 そ の 他 は 7 〜 30 % で，CH4 が 80 % を

超えるものは少なく，質的に優秀とはいえない。鉱床は伏流水によって荒らされてお

り，深度 170m 附近までの鉱床のポテンシャルはすこぶる低いものになっていると

している 18)。
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Ⅲ．3　そ　の　他

　鵡川町春日附近の小沢において，砂金を産することが現地の人によって指摘されて

いる。その含有層は明らかでないがおそらく段丘堆積層中に含まれているものと考え

られ，それが崩壊し小沢に運ばれたものであろう。したがって詳細については把握し

にくいが，その価値は低いものと考えられる。

　鵡川の現河床には古期岩類を主とする砂礫が多く，これが土木，建築用の骨材とし

て利用され，豊城附近において採取されている。

　野安部・軽舞・入鹿別においては，段丘堆積物の項で述べた第 4 段丘堆積物と考え

られる粘土質土が，農地改良のため広く利用されている。
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T h e  s h e e t - m a p  a r e a  i s  s i t u a t e d  a l o n g  t h e  P a c i f i c  c o a s t ,  a n d

i s  i n  t h e  s o u t h e a s t  m a r g i n  o f  t h e  s o - c a l l e d  S a p p o r o -  T o m a k o m a i

d e p r e s s i o n .   T o p o g r a p h i c a l l y  i t  i s  d i v i d e d  i n t o  t h r e e  p o r t i o n s ,  

t h a t  i s ,  t h e  n o r t h e r n  t o p  - f l a t t e n e d  h i l l y  l a n d  l e s s  t h a n  2 5 0  m  

h i g h ,  t h e  c e n t r a l  l o w l a n d  r a n g i n g  f r o m  2 0  t o  1 2 0  m  i n  h e i g h t  

a n d  c o v e r e d  w i t h  s e v e r a l  t e r r a c e  d e p o s i t s  o f  d i f f e r e n t  h e i g h t ,  

a n d  t h e  w e s t e r n  p l a i n  o c c u p i e d  m a i n l y  b y  s w a m p y  l a n d .   A s  

n o t e d  a b o v e ,  d e c r e a s i n g  t h e  r e l i e f  f r o m  e a s t  t o  w e s t  t h e  a r e a  

p a s s e s  i n t o  t h e  Y ū f u t s u  p l a i n .  

T h e  p r e s e n t  a r e a  c a l l e d  Y ū f u t s u  o i l  f i e l d  i s  c o v e r e d  b y  n o
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m o r e  t h a n  s e d i m e n t a r y  r o c k s  o f  t h e  N e o g e n e  T e r t i a r y  w h i c h ,  

i n  t u r n ,  i s  o v e r l a i n  b y  t h e  Q u a t e r n a r y  w i t h  u n c o n f o r m i t y .  

T h e  s t r a t i g r a p h i c  s e q u e n c e  e s t a b l i s h e d  t h e r e i n  i s  s h o w n  i n  

T a b l e  1 .  

N E O G E N E  T E R T I A R Y  

I t  i s  a  p a r t  o f  t h e  T e r t i a r y  f o r m a t i o n s  d e v e l o p e d  i n  t h e  

s o u t h w e s t e r n  p a r t  o f  t h e  Y ū b a r i  m o u n t a i n l a n d .   T h e  T e r t i a r y ,  

e x c l u s i v e  o f  t h e  s t r a t a  b e l o w  t h e  U p p e r  M i o c e n e  c o n c e a l e d  i n  

t h e  a r e a ,  i s  c l a s s i f i e d  i n t o  t h e  K a r u m a i  a n d  M o e b e t s u  f o r m a t i o n s .  

   

K a r u m a i  f o r m a t i o n  r e p r e s e n t e d  b y  t h e  s o - c a l l e d  h a r d  s h a l e  

o c c u r s  i n  t h e  a x i a l  c o r e s  o f  b o t h  K a r u m a i  a n d  M u k a w a  a n t i  -

c l i n e s ,  a n d  i s  i n  c o n f o r m a b l e  r e l a t i o n  t o  t h e  s u b j a c e n t  F u r e o i  

f o r m a t i o n  a s  k n o w n  i n  t h e  n o r t h e r n  n e i g h b o u r i n g  H a y a k i t a  

s h e e t  - m a p  a r e a .   T h e  f o r m a t i o n ,  2 5 0  t o  3 2 0 m  t h i c k ,  c o n s i s t s  

o f  h a r d  s h a l e ,  c o n c e a l e d  i n  t h e  a r e a ,  a n d  i t s  s u p e r j a c e n t  a l t e r n a -

t i o n  o f  s a n d s t o n e  a n d  m u d s t o n e  w h i c h ,  i n  t u r n ,  i s  a g a i n  f o l l o w e d 

b y  h a r d  s h a l e .   A l t h o u g h  m a c r o f o s s i l s  a r e  s c a r c e ,  t h e  a b u n d a n t  

o c c u r r e n c e  o f  f o r a m i n i f e r a  i n d i c a t i n g  t h e  M i o c e n e  e p o c h ,  t o g e t h e r  

w i t h  t h e  s t r a t i g r a p h i c  p o s i t i o n  a n d  r o c k  -  f a c i e s ,  c o r r e l a t e s  t h i s  

f o r m a t i o n  t o  t h e  U p p e r  M i o c e n e .  

    

M o e b e t s u  f o r m a t i o n ,  l y i n g  c o n f o r m a b l y  o n  a n d  p a r t l y  g r a d i n g 

i n t o  t h e  K a r u m a i  f o r m a t i o n ,  i s  c h a r a c t e r i z e d  b y  i t s  p r e d o m i n a n c e 

o f  c o a r s e - g r a i n e d  c l a s t i c s  a n d  r e m a r k a b l e  l a t e r a l  c h a n g e  o f  r o c k  -

f a c i e s ,  q u i t e  u n l i k e  w i t h  t h e  u n d e r l y i n g  f o r m a t i o n .   T h e 

t h i c k n e s s  w i l l  b e  e s t i m a t e d  a t  1 5 0 0  t o  1 7 0 0  m ,  a l t h o u g h  t h e 

p r e c i s e  o n e  i s  d i f f i c u l t  t o  b e  m e a s u r e d .   G e n e r a l l y  s p e a k i n g ,  i t  

b e g i n s  w i t h  a l t e r n a t i o n  o f  s i l t s t o n e ,  s a n d s t o n e  a n d  h a r d  s h a l e ,  

g r a d e s  t h r o u g h  a n  a l t e r n a t i o n  o f  s i l t s t o n e  a n d  s a n d s t o n e ,  t h e n 

m a s s i v e  s i l t s t o n e  a n d  c o n g l o m e r a t e ,  n e x t  i n t o  s a n d y  s i l t s t o n e
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a n d  s a n d s t o n e ,  a n d  e n d s  w i t h  c o n g l o m e r a t e .   T h o u g h  i t  i s  p o o r  

i n  f o s s i l s  t h r o u g h o u t ,  f o r a m i n i f e r a  o f  w h i c h  C y c l a m m i n a  d o m i n a t e s  

a r e  y i e l d e d  f r o m  t h e  a l t e r n a t i o n  o f  t h e  l o w e r  p a r t  a n d  s o m e  i l l -

p r e s e r v e d  b i v a l v e s  a r e  s p o r a d i c a l l y  p r e s e n t  i n  s i l t s t o n e .   J u d g i n g 

f r o m  t h e  s t r a t i g r a p h i c  p o s i t i o n  a n d  t h e  o c c u r r e n c e  o f  c h a r a c -

t e r i s t i c  f o r a m i n i f e r a ,  t h e  p r e s e n t  f o r m a t i o n  r a n g e s  p r e s u m a b l y 

f r o m  l a t e  M i o c e n e  t o  e a r l y  P l i o c e n e  i n  a g e .  

Q U AT E R N A R Y  

T e r r a c e  d e p o s i t s ,  v o l c a n i c  a s h  l a y e r s  a n d  a l l u v i u m  a r e  i n -

c l u d e d  i n  i t .   T h e  t e r r a c e  d e p o s i t s  a r e  b u i l t  u p  o f  s a n d ,  g r a v e l  

a n d  c l a y .   T h e y  a r e  t h o u g h t ,  t h o u g h  n o t  a l w a y s ,  t o  b e  o f  m a r i n e 

o r i g i n .   T h e  y o u n g e s t  o f  t h e m  s e e m s  t o  b e  m a r i n e  i n  t h e  s o u t h 

o f  M u k a w a ,  w h i l e  n o n - m a r i n e  i n  t h e  n o r t h ,  a n d  t h i s  c h a r a c t e r  

c a l l s  t h e  w r i t e r ' s  a t t e n t i o n  t o  i n f e r  t h e  p a l e o g e o g r a p h i c  c o n d i t i o n 

o f  t h e  S a p p o r o  -  T o m a k o m a i  d e p r e s s i o n .   T h e  d e p o s i t i o n  o f  t h e 

v o l c a n i c  a s h  l a y e r s  o w e s  i t s  o r i g i n  t o  s o m e  v o l c a n i c  e r u p t i o n s 

w h i c h  w a s  a f t e r  t h e  f o r m a t i o n  o f  t h e  l o w e s t  t e r r a c e  a n d  t o o k 

p l a c e  i n  t h e  w e s t  b e y o n d  t h e  a b o v e - m e n t i o n e d  d e p r e s s i o n .   T h e 

a s h  l a y e r s  a r e  d i s c r i m i n a t e d  i n t o  f i v e  b e d s  n a m e d  a ,  b ,  c ,  d  a n d 

e  r e s p e c t i v e l y  o n  t h e i r  g e n e r a l  a p p e a r a n c e .   O f  t h e m ,  t h e  f i r s t  

b e d  i s  o r i g i n a t e d  f r o m  t h e  e r u p t i o n  o f  t h e  T a r u m a e  v o l c a n o ,  

t h e  a g e  o f  w h i c h  i s  a l l u v i u m ,  a n d  t h e  s e c o n d ,  w h i c h  i s  p u m i c e o u s ,  

i s  f r o m  t h e  e r u p t i o n  o f  t h e  S h i k o t s u  v o l c a n o  o f  l a t e  P l e i s t o c e n e 

i n  a g e .   T h e  a l l u v i u m  c o m p r i s e s  t h e  d e p o s i t s  f o r m e d  i n  f l o o d  p l a i n ,  

s w a m p y  l a n d  a n d  b e a c h ,  a n d  t h e y  c o n s i s t  o f  s a n d ,  g r a v e l ,  c l a y ,  

p e a t  a n d  d u n e  s a n d .  

G E O L O G I C  S T R U C T U R E  

B e i n g  d e f o r m e d  b y  s e v e r e  t e c t o n i c  m o v e m e n t s  h a v i n g  a d -

v a n c e d  f r o m  t h e  m e r i d i o n a l  z o n e  o f  H o k k a i d ō  t o  t h e  w e s t ,  t h e  

T e r t i a r y  d o m a i n  o f  t h e  m a p - a r e a  a f f o r d s  s o m e  t e c t o n i c  l i n e s  w i t h
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p a r a l l e l  d i r e c t i o n  t o  t h e  m a i n  t e c t o n i c  l i n e s  p r e v a l e n t  i n  t h e  

m e r i d i o n a l  z o n e .   O f  t e c t o n i c  e l e m e n t s  f o u n d  t h e r e i n ,  t h e  i m -

p o r t a n t  o n e s  a r e  t h e  N i n o m i y a  a n d  A z u m a  f a u l t s  a n d  t h e n  t h e  t w o  

a n t i c l i n e s  n a m e d  K a r u m a i  a n d  M u k a w a .  

ECONOMIC GEOLOGY 

B o t h  o f  t h e  K a r u m a i ,  e x c l u s i v e  o f  i t s  n o r t h e r n  p a r t ,  a n d  

M u k a w a  a n t i c l i n a l  a r e a s  h a v e  b e e n  c o n s i d e r e d  a s  o i l  f i e l d s  

a n d  e x p l o r e d ,  b u t  n o  a b u n d a n t  p r o d u c t i o n  o f  p e t r o l e u m  i s  a s  y e t  

r e p o r t e d .   N a t u r a l  g a s  s p r i n g i n g  i n  t h e  w e s t e r n  p l a i n  i s  k n o w n  

t o  b e  o f  l i t t l e  e c o n o m i c  v a l u e  t h r o u g h  e x p l o r a t i o n s .
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